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サイエンスコミュニケ―ションの場としての宮崎科学技術館 

 

宮崎科学技術館  

業務第1課長 里岡 亜紀 

 

研究成果の概要:東北大震災以降、原発問題・節電への対応・地球内部への意識など、一般市民 

の科学的な知識に対する関心が非常に高まっている。また、はやぶさや金環日食、彗星の接近が 

取り上げられ、天文現象や宇宙開発に関する興味も一般市民の皆様に広がりつつある。県内唯一 

の科学技術館として、科学と市民をつなぐ本館の役割や、地域貢献の在り方についてよりよい方 

向性を探ることを研究の課題とし、サイエンスカフェ・サイエンスバーの実施を行い、館内スペ 

ースの有効的活用について示唆を得たので報告する。 

 

１ はじめに 

 サイエンスコミュニケーションとは、個々人ひ

いては社会全体が、サイエンスを活用することで

豊かな生活を送るための知恵・関心・意欲・意見・

理解・楽しみを身につけ、サイエンスリテラシー

を高めあうことに寄与するコミュニケーション

である。また、科学の知識を伝える事も目標であ

るが、科学的知識を基盤としてコミュニケーショ

ン、すなわち、人と人との間の相互理解が行き渡

る社会の構築をめざすものである。 

 内閣府が提出した第３期科学技術基本計画

（H18）では、「科学技術を一般市民に分かりや

すく伝え（中略）研究者・技術者と社会との間の

コミュニケーションを促進する役割を担う人材

の養成や活躍を、地域レベルで促進する。」とあ

り、サイエンスの楽しさを伝えることや難しいサ

イエンスを分かりやすく伝える人材の養成に関

する側面が強調された。 

 そして、第 4期科学技術基本計画（H24）では、

科学技術政策の企画・立案及び推進への国民参画

の促進が謳われ、科学に対する一般市民の思いを

政策に反映できるようにするシステムの構築が

待たれている。 

 サイエンスコミュニケーションの促進やコミ

ュニケーターの養成が政策に盛り込まれる以前

から、自然系博物館や科学館は、幼児から社会人

まで、あらゆる年齢層を対象として活動しており、

科学と技術に関わる内容の普及活動が常に要求

されてきた。科学館は、まさにサイエンスコミュ

ニケーションの場なのである。 

 しかし、全国学力・学習状況調査によると、理

科の勉強を好きな小学生・中学生の割合は国語、

算数・数学に比較して高いが「理科の勉強は大

 」「理科の  で学習したことは将来社会に

出たときに役に立つ」と回答した小学生・中学生

の割合は国語、算数・数学に比較して低いという

結果であった。 

 また、宮崎では、H２４年３月末に JST イノベ

ーションサテライトの 務も終了し、それまで、

宮崎市内で開催されていたサイエンスカフェが

実施されなくなってしまった。 

 宮崎科学技術館は、理科の  で学習した内容

が日常生活に役立っていることを伝えたり、一般

市民と科学者をつないだりする資源を持った科

学館であり、その大きな役割を担っている。しか

し、その方法がなかなか見いだせないままである。 

 そこで、サイエンスコミュニケーションの場と

しての宮崎科学技術館のあり方について研究す

る事とした。 

 

２ 研究目的 

 サイエンスコミュニケーションの場としての

宮崎科学技術館の在り方を探りたい。とくに、科

学者と一般市民をつなぐために、サイエンスカフ
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ェ・サイエンスバーを実施し、課題を明確にする。 

  

３ 研究の実際 

サイエンスコミュニケーションの実践の場と

して、サイエンスカフェとサイエンスバーを実施

した。 

その目的は、サイエンスコミュニケーションの

場としての機能を活かし、市民と科学をつなぐた

めの事 を展開することで、地域の方々が、生涯

を通して気軽に科学や宮崎の自然に親しむ事が

できるようにすること。そして、宮崎市内の企 

と連携して事 を運営することで中心市街地活

性化のための一助とすることであった。 

また、宮崎科学技術館における教室・講座の多

くは、工作室やパソコン室など、それぞれの教室

の中で行われている。したがって、一般来館者は、

工作室やパソコン室で何が行われているのかを

把握するには、わざわざ各教室に入る、もしくは

覗くといった行動の必要がでてくる。そこで、わ

ざわざ見に行かなくとも、入館すれば何が行われ

ているのか分かるように、１階フロアを有効利用

してロボットクラブ競技会を実施した。館内スペ

ースを活用したサイエンスコミュニケーション

の 1つの実践例として示す。 

 

(1) サイエンスカフェの実施 

① 実施日時と場所・内容 

 平成２４年１２月２２日（土）  

１５:００～１６：１５ 

場所 宮崎科学技術館 

対象 小学生～一般 １５名 

 料金 入場料 無料（要入館料） 

   参加料５００円（飲み物代） 

 講師 宮崎大学工学部 

    情報システム工学科 教  

    廿日出 勇 氏 

② 内容  

・科学者の自然科学話題提供 

・質疑応答 

・科学者・参加者との談話 

 

 

 

③ 参加者のアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) サイエンスバーの実施 

 ① 実施日時と場所・内容 

 平成２５年１月１２日（土） 

 １９:３０～２１：００ 

 場所 ポトリージョ 

 対象 一般（20 歳以上） 

 料金 参加料 １５００円 

   （ワンドリンク・軽食代） 

  講師 羽岡 伸三郎氏 

     竹内 慎一氏 

  

 

 

 

図１ サイエンスカフェの様子 
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図４ モニタに映し出している様子 

 ②内容 

・ 自然科学の話題提供 

・ 質疑応答  

・ 科学者・参加者との談話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 宮崎科学技術館内スペースの活用 

 ① 実施日時と場所・内容 

    平成２５年２月１６日（土）  

  １０:００～１２：００ 

   場所 宮崎科学技術館 パソコン室前 

 

 

 

 

 

対象 ロボットクラブ員１６名と保護者 

講師 県立宮崎工 高校 釘崎指導教諭 

    県立宮崎工 高校 川野教諭 

②内容  

ロボット競技会 

 

 

 

 

４ おわりに 

 サイエンスカフェのアンケート結果を見ると、

今後聞いてみたい話題としては、宇宙に関する内

容が多く上がっていた。宮崎科学技術館の宇宙に

関する展示とうまく関連つけながら話題を提供

してもらうという示唆を得た。  

一方、医学・地学（地震・火山）といった病気

や災害など生活に密着した内容も聞いてみたい 

という意見がある。「科学（サイエンス）」という

視点で、専門的な科学者だけでなく様々な職 の

方に話を提供してもらう可能性も探っていきた

い。 

話の内容が難しいという意見もいただいてお

り、話題提供者と司会者（ファシリテーター）と

の下準備、打ち合わせを綿密にする必要性を感じ

た。また、ただ質問を受け付けるだけでなく、研

究が何に役立つのか？実際の生活のどのような

ところで使われているのか？など、話題がさらに

図２ サイエンスバーの様子 

図 3 ロボット競技の様子 

パソコン室前、モニタのあるところにコート

を設置。モニタに向いている椅子を反対向きに

して、選手の控えとした。一般来館者も、観戦

できるようにした。モニタには、競技の様子（コ

ート）を映した。 
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深まるようなテーマの設定が大 だと思った。 

後期最後のロボットクラブでは、１階フロアー

を有効利用してロボットクラブ競技会を実施し

た。競技会が目的ではなく来館した方々にも、ロ

ボットクラブの活動を見ていただける機会とな

った。また、モニタを使ってコートの様子を映し

出したことで、さらに多くの方々に見ていただく

ことができた。現在行っている大型実験装置の解

説に加えて、簡単な実験ショーなどをフロアで行

うことで、科学館のイベントの内容を周知させる

ことができるとともに、科学の内容を身近なもの

とらえてもらう好機になりうると思った。 

 

５ 参考図書、論文等 

〔図書〕(計１件) 

①日本サイエンスコミュニケーション協会：「サ
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2012 

 


